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はじめに

 

只今ご紹介に預かりました熊本県立大学の小薗と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

本日は「Society5.0 時代に必要なリテラシーとは何か」

というタイトルで、情報化時代の基本的なお話をさせてい

ただきたいと思います。Society5.0 という言葉自体を初め

て聞く方もいるかもしれません。リテラシーというのは、

様々なところで聞かれるかと思いますが、基本的な能力、あ

るいは基礎的な能力のことを指しています。 

では、情報化が進んでいる中で、私たちはどのように世の

中を乗り越えていくのか、その時、必要な能力とは何かをお

話させていただきます。 

 

私は熊本県立大学の准教授をさせていただいており、研

究分野は教育工学です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000年代初頭、ｅラーニングという研究分野がかなり盛

り上がり、その時に研究に携わらせていただきました。そ

の後も大学における学生の教育活動などに従事しておりま

す。 

これまでの所属、経歴を簡単に説明しますと、私は 1992

年 4 月に熊本大学の教育学部技術科で、昔は技官と言って

いましたが、今は技術職員という職位として着任すること

になりました。この技術科は、技術課程の先生を養成する学

科です。2006 年まで仕事と大学院の勉強を並行して進めま

したが、教育学部の先生方にいろいろな面でサポートして

いただき、非常にありがたかったと思っております。その後、

八代高等専門学校（現熊本高等専門学校）で 2 年間勤務し

ました。そして2008年に熊本県立大学総合管理学部に移り

ました。熊本県立大学総合管理学部は、公共福祉、ビジネス、

情報などを総合的に学ぶことができる社会系の学部で、私

はそこで情報系の教員として現在まで勤めております。 

ちなみに、2008 年に私が着任した当時、県立大学の理事

長が蓑茂先生でいらっしゃったこともあり、今回、熊本市都

市政策研究所から講演会のお話をいただきまして、登壇さ

せていただくことになりました。 

1.Society 5.0時代とは？ 

本日は、まずSociety5.0とは何か、というお話を進めさ

せていただきたいと思います。Societyという言葉を日本語

に訳すと「社会」です。Society5.0の前には、1.0から4.0
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までの社会があります。それぞれどのような社会なのでし

ょうか、簡単にまとめてみました。 

皆さんご存知かと思いますが、Society1.0 とは狩猟を中

心とした縄文時代くらいの社会を指します。それから、農耕

の発達に伴い、社会も発展していきました。日本においては

江戸時代末期頃までの社会が、Society2.0 です。Society 

3.0とは、イギリスの産業革命後、工業化が進んだ社会を指

します。その後の情報を中心とした社会、ちょうど1995年

頃、インターネットの普及を起点に、日本もSociety 4.0の

時代に入りました。そして今日の演題にもありますように、

Society5.0 という時代とはどういった時代なのかというの

が、次のスライドになります。 

 

Society5.0 について、内閣府の定義によりますと、フィ

ジカル空間という我々が住んでいる現実空間と、サイバー

空間という仮想空間を融合させた新しい社会のことです。

Society5.0という言葉は、平成28年度から令和2年度にか

けて内閣府が策定した『第 5 期科学技術基本計画』で初め

て出てきました。 

この科学技術基本計画は、内閣府が主導して策定されま

すが、大体5年に1度改訂されます。令和3年度に、第6期

科学技術・イノベーション基本計画がまとめられました。第

5期までは科学技術基本計画と呼んでいましたが、第6期か

ら科学技術・イノベーション基本計画という名前から分か

るように、イノベーションという言葉が新しく追加されま

した。これまでの科学技術の発展という考え方から、新しい

ものを創造していこうという思いが込められているのかと

思っております。本日配布しましたスライドに掲載されて

いますQRコードにスマートフォン等でアクセスして頂くと、

追加の資料をご覧頂くことができます。 

 

ここに第 5 期科学技術基本計画の概要があります。右側

の赤枠には、Society5.0 という言葉が初めて出てきます。

そして、世界に先駆けた「超スマート社会」の実現を目指す

という言葉も出てきます。スマート社会という言葉は

Society5.0 と同義語と考えてもいいでしょう。さまざまな

モノやサービス、それらがインターネットやネットワーク

でつながって、人々の生活が便利になるというのが、スマー

ト社会の一般的な考え方です。 

 

さらに、第 6 期科学技術・イノベーション基本計画は、

Society5.0 を中心とした計画に改訂されました。

Society5.0 の概念は、毎期改訂される際に拡大されていま

す。このような形で期が変わるごとに、内容が一新されるの

ではないかと思います。 

Society 5.0 の実現に必要なものとして、第 6 期科学技

術・イノベーション基本計画では 3 項目が挙げられていま

す。まず 1 つ目が、サイバー空間とフィジカル空間の融合

による持続可能で強靱な社会への変革です。例えば、SDGsと

いう言葉をよく耳にすると思います。ただ、作りっぱなしと

か、やりっ放しではなくて、その次の段階、例えばものを作

ってそれがきちんとリサイクルされて、次の世代に負担を

かけない形で、作った製品をうまく管理していくことを持

続可能性と言っています。それを目指しながら強い社会を
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作っていきましょうということが挙げられています。 

2つ目が、新たな社会を設計し、価値創造の源泉となる知

の創造を行っていくことです。ここでの創造とは、既に出来

合いのものを使って何かをやることではなくて、0から1を

作っていくことです。これまで日本では、1と他の1を結合

して、3、4 のような高付加価値の製品を作るのが得意な産

業構造でした。アメリカの場合は 0 から 1 を作り出すとい

う産業構造です。つまり、日本も１+１を３にするのではな

くて、０から１を作ることを目指していきたいということ

が込められていると思っております。 

3 つ目が、新たな社会を支える人材の育成です。

Society5.0 では技術を使って、より良い社会を作っていく

中で、誰が作っていくのか。やはり作っていく人たちをきち

んと育成しないと旗を振っても誰もついてきません。そこ

で、人材をきちんと育成することが、その社会を実現するた

めに、大きな意味があります。以上の 3 つの目標を掲げて

います。 

科学技術基本計画は、第 1 期から第 6 期まで様々な内容

が盛り込まれていましたが、第5期、第6期は、Society5.0

という言葉で統一されました。Society5.0 が提唱している

仮想空間は、非常に膨大なデータが蓄積された空間を指し

ています。スライドの見出しには仮想世界とメタバースと

書いてあります。このメタバースという言葉は最近よく使

われていますが、Society5.0 が提唱している仮想世界とメ

タバースを混同するところがあるかなと思いました。メタ

バースというのは、インターネット上に構成される仮想空

間のことです。我々がそのインターネット上の仮想空間の

中に入って、例えば、人とのコミュニケーションを取ったり、

それから経済活動を行ったりすることができるようになっ

ています。 

ご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、以前、セカ

ンドライフというサービスが流行しました。今そのような

サービスがまた再び注目されているというイメージを持っ

てもらっていいのかなと思います。例えば、VR のヘッドセ

ットがあります、それを着用するとより没入した形で仮想

空間の中に入ることができます。その仮想空間の中で他者

と交流したり、経済活動も行われています。本日ご参加頂い

ている皆様の中にFacebookやInstagramを利用されている

方も多いと思います。つい最近まではFacebookやInstagram

のサービスを提供している会社はFacebook社だったのです

が、メタ社に名前が変わりました。メタバース空間を意識し

てその名前が変更になりました。今後このメタバース空間

が広がっていくということが考えられるかなと思います。

ちなみに、メタバースは不登校の子どもたちの居場所にも

なれます。このようなインターネット上に構成される 2 次

元空間で、アバターと呼ばれる自分の分身を介して、この空

間の中でいろいろなところに行ったりすることができます。

全国の同じような不登校の子どもたちが集まって交流をし

たり、勉強したりするというサービスなども出てきていま

す。これについては、熊本市の教育委員会も同じようなこと

を考えられています。今後は例えば、学校現場はリアルな所

だけではなくて、仮想的な空間が学校だったり、学びの場と

いうところが出てきます。 

ちょっと話がそれましたが、このSociety5.0が提唱して

いる仮想世界は、もちろんメタバースも含んでいますが、ど

ちらかと言うと、私たちの身のまわりの生活の中で出てき

た大量のデータの蓄積によって形成される仮想空間のこと

です。 

この仮想空間の中に、たくさんのデータを蓄積していく

わけですが、既に現実社会では仮想空間にデータを蓄積す

るためのツールが普及しています。それは、皆さんもお使い

のスマートフォンです。スマートフォンは、データ収集のた

めの中心的なツールとなっています。それ以外にも、様々な

センサーを利用します。例えば、センサー内蔵の歯ブラシを

インターネットに繋いで、どの程度歯が磨けているかなど

を検知したりします。今後、生活のあらゆるモノが、インタ
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ーネットに繋がっていきます。これをInternet of Things

（loT）と言うのですが、そのデバイスから大量のデータを

収集し分析することで、社会に有用な意思決定を行うこと

ができます。 

反対にデータがどんどん吸い上げられていくので、怖い

側面もありますが、そのデータを集めていくことによって、

その中から新しい考え方であったり、そう隠れた情報を見

つけ出して、意思決定を行っていくことができるというこ

とになります。 

 

Society5.0 の社会は、大量データが意思決定に関与する

データ駆動型社会である、ということについて、皆さんに少

し知っておいていただけると良いかと思います。 

ではSociety5.0で、まずは、我々の身のまわりの生活や

社会は、どう変わっていくのでしょうか。 

今回は行政の皆さんが多くご参加されているとお聞きし

ておりますけれども、行政がどう変わっていくのか、それか

らビジネスがどう変わっていくのかといったような視点で

も、少しお話をしていきたいと思います。 

まず我々の生活です。様々なAIやビッグデータを活用し

たサービスが提供されています。例えば、スマホを利用した

自動翻訳が既に実用化されていまして、それを使って海外

の方とコミュニケーションをとったり、自分が興味のある

ことを調べたりといったことが簡単にできるようになって

きています。 

まだ実現はちょっと先の未来かも知れませんけれども、

自動車の自動運転などもこれからどんどん、私たちの生活

の中に入ってくると思います。 

それからドローンによる宅配などで、例えば九州の本島

と離島を結ぶようなところで実証実験がされてきて、簡単

にモノをやり取りすることができます。離島の中だけであ

った経済活動が、離島の外からも容易に経済交流ができま

す。医薬品をすぐに送り届けることができるといったよう

な生活の利便性も向上してくることが考えられています。 

 

次にSociety5.0と行政というタイトルを付けさせていた

だきました。これは北海道がやっておりますSociety5.0政

策です。10 年後の北海道未来社会を定義して、そこに今何

ができるのかを、みんなで考えていこうということを北海

道庁が主導して様々な政策を行っているということになり

ます。 

ここでは人・暮らし、地域・行政、そして産業という3つ

の大きな括りを作って、その中で例えば、地域・行政であれ

ば行政の効率化、安全・安心なまちづくり、社会づくり、そ

して災害対策などをやっていくということが、この中に盛

り込まれています。こちらにQRコードをつけておりますの

で、見ていただければ、内容を詳しく確認いただけます。 

こちらが北海道のSociety5.0構想の概要版を抜粋してき

たものです。まずは、この概要の中では、北海道の現状を分

析されておりまして、様々な課題があります。これを見てい

ただくと、我々の県とほとんど変わらないかと思います。 

違うところで言うと、オーバーツーリズムという言葉が

出てきます、これは、観光客が来すぎること、または、観光

客が詰めかけ過ぎて困っているというものです。このよう

なオーバーツーリズムも含めて、観光などもいろいろ課題

があります。 

これは、北海道だけではなくて、全国のいろんなところで

共通するような課題になると思います。 

このような課題をまず整理して、次にその整理した課題
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の中で、何をやっていけるのかを述べられています。これら

の課題を解決することによって、例えばドローン、ロボット

技術、人工衛星などのデータとAIを活用した生産性の向上、

業務の効率化、生産品の品質向上ということができること

を示しています。こういったことを、Society5.0 を通して

実現していこうということが、まとめて書かれています。 

全国的にも行政のSociety5.0のいろんな取り組みがある

かと思いますが、この北海道の事例は非常によくまとまっ

ておりますので、お時間がある時に見ていただけるといい

かなと思います。ここではMaaSという言葉が出ていますが、

MaaSというのはMobility as a Serviceという言葉で、電

車、バス、タクシー、飛行機、船舶、フェリー、シェアサイ

クルなどの交通手段を、1つのサービスに統合し、利便性を

高める仕組みのことです。特に北海道の場合、土地が広いた

め、地域間の距離がかなり離れています。交通に関しては喫

緊の課題です。このMaaSを使って、観光客の受け入れ体制

の強化もやっていこうということを総合的に考えた事例に

なっています。 

北海道のSociety5.0で、どういったことをやっていきた

いのか、それぞれ生活であったりとか、産業であったりとか

をみていきたいと思います。 

まずは医療福祉を充実させていくことです。特に北海道

の場合は、遠隔医療と遠隔診療が必要になってくるという

ことで挙げてあります。介護の現場では、人手不足が課題に

なりますので、ロボット技術等による効率的で質の高い介

護を実現する事が医療福祉の面での目的となります。 

次に日常生活の場面で、IoT家電、ロボット技術が普及し、

家事や育児、介護などの負担を軽減していくこと、キャッシ

ュレス、金融決済を実現していくこと、シェアリングエコノ

ミー、サブスクリプションのサービスが充実普及すること

で、例えば車を購入するのではなくて複数人でシェアして、

環境への負荷であったり、また年収が高くなくても車の利

用ができたり、そういったサービスを日常生活の中でも実

現していくことを目指しています。 

交通、物流の面でも様々な施策を行っていきます。例えば、

先ほどお話しましたMaaSの導入などで、公共交通機関の効

率的な運営・運行、そういったことをやっていきます。ドロ

ーンによる配送ということも可能です。 

教育につきましては、ネット環境の整備、デバイスの整備

などをやっていきます。それから、リカレント教育が行われ

ます。リカレント教育とは、生涯にわたって教育を受けてい

く考え方です。特に今日のテーマにしているSociety5.0時

代は、技術がどんどん発達してすぐに知識が古くなって、新

しい知識を得ないといけないということになりますので、

それを学べる、機会を増やすことが必要になってきます。 

産業につきましては、特に農業が北海道も熊本も盛んで

すが、農業にICTの活用が進むと考えられます。ロボット、

トラクター、ドローン、自動水管理システム、ロボット草刈

り機などを活用する事で省力化出来ますので、より少ない

人数、もしくはより効率的な農業の運営が可能となります。

スマート農業は、このような様々な技術の実現を目指して

いくことになると思います。 

水産業につきましては、いろんなセンサーやドローンを

使って、例えば養殖の管理、水資源の適正管理をやっていき

ます。そういった省力化をやっていくことで若手漁業者へ

の技術の継承など担い手の育成に向けた取り組みという最

終的には人材をどう確保していくのかといったところに繋
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がってきます。 

 

林業も測量にドローンを活用したり、ウェアラブル端末

などの活用で作業の安全性を目指したり、様々な取り組み

が考えられています。 

製造業や建設業については、ICT化やロボット化が進んで

いる産業になりますので、今後も継続的に導入が進むと考

えられます。また、AI の導入も新しい取り組みとして進む

ものと思われます。 

 

観光につきましても、先ほどお話したMaaSやインバウン

ドに対する多言語対応など、今、技術的にはできるレベルま

でできていますが、それをどう実現していくのか、どういう

仕組みにしていくのかを考えていく必要があります。北海

道自体が観光地なので、ブランド力があります。このブラン

ドをどう活用するのか、ブランド力を上げていくためにど

のようにしていくのかが今後の課題となります。 

働き方に関しましては、コロナ禍の影響でテレワークが

かなり普及しました。テレワークをしていた方がほとんど

かと思いますが、そういったものを併用しながら、うまく家

庭と仕事の両立をやっていくというようなことが考えられ

ます。それからワーケーションという言葉があります。これ

はワークとバケーションいう言葉の造語です。国内外から

多くの方が、道内の観光を楽しみながら仕事を行うことで、

道内各地の活性化に繋がっています。例えば1週間なり、1

ヶ月なり、北海道の中に滞在して、情報通信技術によってオ

ンライン会議などをやりながら、北海道の中を楽しむとい

うことも、今後どんどん増えてくるのではないかと思いま

す。 

行政に関しましては、行政サービスの効率化を目指すこ

とです。情報を、必要なところに、必要なタイミングで、プ

ッシュ型で提供される仕組みをサービスとして行っていく

ということを目指しています。 

安全・安心の確保では、子どもや高齢者の見守りサービス

が考えられます。特に高度な暗号化技術を用いる事で、見守

り対象者の個人情報やプライバシーの保護が重要になりま

す。後ほど述べますが、Society5.0 を実現していく上で非

常に大事な要素の一つとしてセキュリティが挙げられます。

情報を確実に保護しながら、防犯、子どもの見守り、野生鳥

獣対策など様々な場面で地域の安全・安心な暮らしのため

の効果的な取り組みの実現を目指しています。加えて、北海

道特有の困りごととして除雪がありますが、これも様々な

技術を用いて効率的、安全・安心な作業の実現を目指してい

ます。 

                                                  

                                                        

                                                  

                             
                                                                                                                                           

                                                  

                                                        

                                                  

                             
                                                                                                                                           

スライド投影あり：ここに追加？（配布資料にはナシ） 

 

 

※（６）観光、（７）働き方※ 
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災害対策については、我々も熊本地震という非常に大き

な災害を経験しましたけれども、様々な課題があったと思

います。そのような課題を、この ICTとか、Society5.0に

よって解決していこうということです。例えば災害が発生

した際に、ドローンで避難誘導ができます。またスマホで誘

導するようなアプリを入れておけば、そのアプリに従って、

安全な所に避難していくとか、避難所の中で今どういった

人が避難しているのかという情報をきちんと行政側が把握

するなどができるような仕組みも考えられます。 

 

この概要には、構想実現に必要なこととして、7つの項目

が挙げてあります。すなわち、1）情報通信基盤の整備、2）

人材の育成確保、3）Society5.0を先導する道内ICT企業の

育成、4）新産業の創出、5）個人情報の保護とプライバシー

の保護、6）サイバーセキュリティーの強化、7）規制の見直

し、受入環境の整備、の7つの項目です。先ほども述べまし

たが、7つの項目の5番目と6番目については、特に重要な

項目となります。もちろん、その他の項目も大事ですが、

Society5.0 ではデータが重要であり、そのデータは私たち

が普段生活をする中で生成されるものです。これらのデー

タを安全・安心に利用できるように環境を整備することが

Society5.0実現の大前提となります。7）の受け入れ環境の

整備では、いろんな地域に人が入ってきたり、地域にいろん

なサービス・仕組みを入れるときにどのように受け入れて

いくのかといった環境整備も必要になってきます。このよ

うなことを通じて構想実現を目指し、最終的には様々な

方々と連携しながら、それぞれの立場で、役割を担ってもら

う必要があります。例えば、道民（県民・市民）には、未来

技術を活用したサービスの積極的な利用と改善を提案しま

す。サービスを受けるだけではなく、こういうサービスがあ

ったらいいんじゃないかとか、このサービスはこのように

したらより良いサービスになるんじゃないかといったよう

な提案を道民・市民からしていきましょう、ということです。 

未来技術の実装では、実装という言葉がこういった分野

ではよく使われますが、実装というのは実現することです。

例えば、様々なサービスや技術がきちんと社会で使われな

いといけないわけですので、いかに社会に使えるようにし

ていくかということを、実装という言葉で表しています。 

それから、データの取り扱いに関わる合意形成が必要で

す。ただ使うだけではなくて、我々もデータをそのクラウド

や仮想空間の方に上げていかないといけませんので、どの

程度のデータまでを上げることができるのか、自分はここ

まで上げたいけどこれ以上は上げたくないなといったこと

が、人それぞれあるかと思いますので、そのようなデータの

取り扱いに関するコンセンサスを、県民、市民と一緒に考え

ていく必要があります。また、企業・団体、大学・研究機関、

行政機関のそれぞれの役割があります。企業、大学、行政機

関だけでやってくださいということではなくて、きちんと

我々市民が、この新しい社会にどう参画していくのかとい

ったところを謳ってあるのは素晴らしいことです。 

北海道のSociety5.0の取り組みは非常によくまとまって

いましたので、事例として挙げさせていただきました。 

 

続きまして、Society5.0 とビジネスについて見て行きた

いと思います。ビジネスの分野が Society5.0、AI、ビッグ

データの活用が進んでいると思います。そして我々もその

恩恵を受けています。普段生活をしている中で、そういった

技術を使いながら我々も生活しているところがあると思い

ます。例えば、様々なデータを活用した需要予測です。先程、

北海道の事例でオーバーツーリズムという言葉が出てきた

かと思います。そのような場面で、例えば人がたくさん来た

ら逆に困るという場合もあったりしますし、人があまり製

品を購入しないのに、たくさん作ってしまうと在庫が増え

てしまうといった困り事もあるので、そういったことをデ

ータを活用しながら、どの程度キャパシティを取れば、来場

していただいたお客さんを満足させることができるのかと

いったことや、どれくらいの製品を作れば、在庫を抱えずに
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きちんと売り上げを伸ばしていけるのかといったようなこ

とを、ビッグデータやAIを活用して予測していくというこ

とがなされてきています。 

AI チャットによる顧客対応というものも最近では増えて

います。皆さんもネットショッピングのサイトを見たとき

に、たぶん右下に「お困り事はありませんか」とか、「何か

質問ありますか」といったAIのアバターやキャラクターが

出てきて、質問に答えるのを見たことがあると思います。こ

うした対応にも、AI がどんどん入ってきているということ

です。 

それから業務効率化によるコスト削減などにもAIなどの

技術が入ってきていまして、コスト削減などにも活用され

ています。 

先程ご説明しましたAIチャットボットというものは、何

か聞きたいことを入力するとAIが、その質問の意味を判定

して、返信してくれるという仕組みが様々なショッピング

サイトで採用されています。 

今まではオペレーターが個別に対応してきましたが、違

った視点で見るとそういったオペレーターの人たちの仕事

が実はAIに置きかわっていっているという側面もあります。

このAIが進展してきている中で、覚えている方もいらっし

ゃるかと思いますが、2013 年にオックスフォードの研究チ

ームが発表した「雇用の未来」という論文では、今後20年

ぐらいの近い将来に、今ある仕事の半分がなくなっていく

と、AI とかいろんなロボット・機械に置きかわるというセ

ンセーショナルな論文が発表されて、一時期かなり話題に

上がったことがありました。その後様々な検証論文が出ま

して、半分はちょっと行き過ぎじゃないか、半分はちょっと

かなり厳しめの予測じゃないかというようなことも言われ

ていましたが、論文が出てそろそろ 10 年ぐらい経ちます。 

その10年間でどのようになったかというと、やはりチャ

ットボットのような形でオペレーターの削減が進んでいる

ということ見て取れるかなと思います。今後Society5.0の

時代が到来してくると考えられます。ビジネスの世界にお

いてもITというキーワードは、今後切り離せないものにな

ってきます。 

 

最近の話題としましては、デジタルトランスフォーメー

ション（DX）という言葉が使われています。このDXですが、

組織が AIとかビッグデータ、IoT（Internet of Things）

などを活用し、組織の変革、様々なサービスの創出、そして

市民生活の改善、これを実現させることを言います。ここで

「変革」というキーワードが出てきましたか、変革させると

いうことはどういうことかといいますと、今までの産業や、

今までの仕組みがガラッと変わってしまうということで、

DXのもう一方の側面になります。 

今まではうまくやってこれたのが、他者によるDXの推進

によって自分たちの産業が大きく変革してしまう可能性が

あります。企業は常にそういったことを意識しながら、経営

をしていく必要がありますし、行政であればそういったこ

とをできるだけ市民サービスにどう利用できるのかといっ

たようなことを考えていくということが求められます。 

DX というのは今まであった仕事をただデジタルにすれば

いいのかというとそうではなくて、例えば今まで紙でやっ

ていたことをパソコンでやるというのは、ただのデジタル

化で、DXというのは、AI、ビッグデータ、IoT、こういった

ものを活用していくことです。デジタル化とDXという言葉

は違うというところを、理解しておいていただきたいと思

います。 

 

経団連の「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」で

は、Society 5.0 時代の人材には、最終的な専門分野が文

                                                  

                                                      

                    

                        
                   
                

                     
                    

                

                                                  

                                                  

                                                      

                     

                          
                    
                     
                      
                     
                     
                     
     

                                  

             

                                                  



9 

系・理系であることを問わず、リテラシー（数理的推論・デ

ータ分析力、論理的文章表現力、外国語コミュニケーション

力など）と、論理的思考力と規範的判断力、課題発見・解決

力、未来社会の構想・設計力、高度専門職に必要な知識・能

力が求められると述べています。 

 

人材育成をやっていく上で、教示主義という教育方法と、

構築主義という教育方法の 2 つを挙げさせてもらっていま

す。 

教示主義とは、教師が学ぶ側に対して何か知識的なこと

をお伝えすることです。一方、構築主義とは、学ぶ側が課題

に思っていること、疑問に思っていることを発見したら、そ

れを自分たちで学んで、自分たちで探っていく教育方法で

す。今までの学びというのがただ教えるだけから、自分たち

から学んでいくスタイルに変わってきています。 

そして演繹的学習と帰納的学習です。演繹的学習とは、例

えば算数、国語、理科、社会、その中の歴史、その中の世界

史をやって、というボトムアップで、少しずつ積み重ねる形

で教育を受けることです。一方、帰納的学習というのは、何

らかの課題があったときに、その課題を解決するために、ど

ういう学びをやっていったら良いのか、例えば英語は何を

学べばいいのか、理科は何を学べばいいのかといったよう

な、トップダウンの形で何かの課題を元に学びを考えてい

くということです。 

 

実は教示主義と演繹的学習の 2つは、Society3.0時代に

は効率が良かった学びです。日本が戦後から高度経済経済

成長、バブルの崩壊まではこういった学びが非常に上手く

機能して世界第 2 位の経済大国になりました。しかし

Society4.0、さらにSociety5.0時代を生き抜いていくため

には、構築主義と帰納的学習が必要になってきます。つまり

学習者が自分で考えながら、学習者が主体的になって学び

を考えていかないといけない、そうしないと今までの学び

では、4.0、5.0 の社会では太刀打ちできませんよ、という

のが、今の大きな流れになってきているということです。 

 

そこで新しい教育が提唱されています。この新しい学習

の流れについては、プログラミング教育、STEAM教育、そし

てデータサイエンス教育というのが出てきております。 

 

プログラミング教育については、皆さんもニュースなど

でご存知かと思いますが、2020 年の学習指導要領改訂によ

って、小学校でもプログラミング教育が導入されました。こ

のプログラミング教育という言葉、実は少し誤解されてお

りまして、プログラミングをやるための教育ではなくて、プ

ログラミング的思考を活用した学びのことです。これがプ

ログラミング教育と呼ばれるものの正体になります。この

プログラミング的思考というのは、幾つかの処理を決まっ

た順番で処理する（逐次処理）、何らかの判断をしてAもし

くはBの処理を行う（分岐処理）、決まった回数の処理を行

う（反復処理）を組み合わせて物事を考える事です。それか

ら反復処理、繰り返し処理をして行きましょう、これらはプ

ログラミングの 3 大要素と言いますが、このような考え方

を念頭に置きながら、学習の中で取り組んでいくことが、プ
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ログラミング教育の 1 つの側面ということになります。も

ちろんプログラミング自体を学ぶというところもあります

し、あとはこのプログラミングは、例えば何かを作りたいと

いうときには、すぐに結果が出てきますし、失敗したら、こ

こが失敗していますということを丁寧に教えてもらえます

ので、その失敗したところを直して、またプログラミングを

チャレンジしていくというような、トライアルアンドエラ

ーができます。失敗したら、そこで終わりということではな

くて、失敗することによって学んでいくことも、プログラミ

ング教育では取り組むことができます。小学校だけではな

く、中学校、高校でもプログラミングが今後導入されていき

ます。今後どういうふうになっていくか、まだ始まったばか

りですので、今後の推移をみる必要があります。このような

教育、新しい教育が導入されることによって、今後の人材育

成というのが変わることが期待されます。 

 

GIGAスクール構想は、1人 1台の ICT機器を配備し教育

に活用していくことです。熊本市は、1人1台のタブレット

を配備し、全国のトップランナーとして個別最適な学びを

目指しています。さらに、熊本市、熊本大学、熊本県立大学、

NTT ドコモの 4 者によって ICT 活用教育に取り組んでいま

す。 

 

STEAM という言葉は、Science（科学）・Technology（技

術）・Engineering（工学）・Art/Arts（芸術/リベラルアー

ツ）・Mathematics（数学）のそれぞれの言葉の頭文字を組

み合わせたもので、今日の教育の一つのキーワードとなっ

ています。STEAM教育は世界的な潮流となっており、日本に

おいても学際的で創造的な学びとして、STEAM教育の推進に

取り組まれています。 

データサイエンス教育は、データサイエンス人材の育成

を目的として、文部科学省主導で全国の大学で取り組まれ

ています。統計学と機械学習とAIについて、文・理関係な

く学ぶ事が求められています。これも新しい教育の一環と

して、Society5.0 時代の人材育成の一助となります。

 

現在、様々な教育の場で創造性の涵養が求められていま

すが、その創造性の基盤にあるのは基礎学力であるのは間

違いありません。ただ、これまでの教育では基礎学力を重視

するあまり、その次のステップである創造性の涵養まで到

達できなかったのではないでしょうか。Sciety5.0時代を迎

え、創造性の涵養が求められるようになり、教育界では大き

な教育の改革が行われています。 

 本日は、駆け足でSociety5.0時代を概観し求められる能

力と今後の教育の動向について発表しました。発表中にも

述べましたが、Society3.0 時代で大きな成功を収めた我が

国における新しい教育への取り組みはこれから始まったば

かりです。今後、これらの取り組みが成果を出す頃には現在

の子どもたちは新しい思考や能力を獲得しています。 

                                                  

                                                      

          

                    
                    
                    
                    
                    
                     

              

                                                  

                                                  

                                                      

       

           

              

                     

               

               

                       

                                                  

                                                  

                                                      

         

                       
                  
                 

                  
        

                 
  

                                                  

                                                  

                                                      

             

                    
                   
                  

                  

                            
                            
                            
                            
                            
                            
                         

                                                  


